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 基準番号：1910.146AppA(附属書 A) 

 標題：許可が必要な閉鎖空間意思決定フローチャート 

 政府出版局情報源：e-CFR 

Appendixes to § 1910.146 - Permit-required Confined Spaces §1910.146 の附属書 - 許可が必要な閉鎖空間 

Note: Appendixes A through F serve to provide information and non-

mandatory guidelines to assist employers and employees in complying with 

the appropriate requirements of this section. 

注：附属書 A～Fは、使用者及び被雇用者が本節の適切な要件を遵守するための

情報及び非強制的ガイドラインを提供するものである。 
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Appendix A to § 1910.146 - Permit-Required Confined Space Decision Flow Chart 

§1910.146 の附属書 A - 許可が必要な閉鎖空間の決定フローチャート 

 

資料作成者注：次の「英語原文－日本語仮訳」は、上記の「許可が必要な閉鎖空間の決定フローチャート」を対訳したものである。 

ただし、図中の Yes, No, Continue 等の英語原文は、日本語仮訳を行っていない。 

 

 

英語原文 左欄の日本語仮訳 

 作業場所は、基準 1910.146(b)で定義

される閉鎖空間を含んでいるか？ 

 作業場所は、基準 1910.146(b)で定義

される、立ち入り許可が必要な閉鎖空

間を含んでいるか？ 

 

他の OSHA の基準の適用がないか、

検討する。 

 

被雇用者に対して基準 1910（C）(2)

で求められる情報を提供する。 

 空間に立ち入る許可を与えるか？ 

 

基準 1910.146(Ｃ)（３）で求められる

被雇用者への許可を避けるか？その空

間の外部から作業するか？ 

  

 

請負業者が立ち入るか？ 
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作業が請負業者の被雇用者によって行

わ れ る 。 請 負 業 者 に 対 し て 基 準

1910.146(C)( ８ )( ⅰ ), （ ⅱ ） 及 び

（ⅲ）で求められている情報を提供す

る。 

請 負 業 者 は 、 基 準

1910.146(C)( ８ )( ⅰ ), （ ⅱ ） 及 び

（ⅲ）で求められている情報を元方か

ら得る。 

 

請負業者及び元方の被雇用者の両方が

その空間に入るか？ 

 

元方の被雇用者が内部での作業をする

ために入るか？ 

 

基 準 1910.146(C)( ８ ) （ ⅳ ） 及 び

（d）(11)で求められているように立

ち入る操作を調整する。 

 

許可されていない立ち入りを防止す

る。 

 空間は、危険有害であると知られてい

るか、又はその可能性があるか？ 

 

 

許可が求められる閉鎖空間ではない。

基準 1910.146 は適用がない。他の

OSHA の基準を検討する。 

 危険有害性が除去できたか？ 

 

その空間は、連続的な強制換気によっ

て入れるように安全な状態に維持され
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ているか？ 

 

空間は、基準 1910.146（c）（5）の下

で立ち入れるものである。 

 

許可手続きを通じて入る準備をする。 

 

入ることができる条件を立証する（記

録されている結果を試験する、もし必

要ならば空間を分離する、救助/手段

を利用可能に要求する、適切な入る設

備等） 

 

許容される特定の要件に適合する条件

が整うまで許可を与えるのは適切でな

い。 

 

権限のある署名によって許可が与えら

れる。入っている間は、入るための条

件が維持されることを認容する。 

 

緊急事態が存在する（禁止条件）。入

ることを中止する。（もし必要なら

ば、救助隊を呼ぶ。）許可は無効。禁

止された条件を訂正し、又は中止し、

計画を再評価する。緊急事態（通常で

ない。）の存在は、欠陥のある計画の

証拠である。計画が修正され（そして

許可される）までは再立ち入りしな

い。（新しい計画を要求する。） 
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 脚注 1 立ち入り中に危険有害因子が

発現する場合は、その空間は、避難さ

せ、そして再評価されなければならな

いであろう。 

[58 FR 4549, Jan. 14, 1993; 58 FR 34846, June 29, 1993; 63 FR 66039, Dec. 1, 1998] 
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[58 連邦官報（ FR） 4549、1993 年 1

月 14 日；58 連邦官報（ FR）34846、

1993年 6月29日；63連邦官報（ FR） 

66039、1998 年 12 月 1日］。 

フィードバックの提出］ 

 

 

 


